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3.3 スコアシートの記録 (タイム・アウト、ファウル)

•第1・3ピリオドは赤色赤色赤色赤色で、第2・第4ピリオド、延長は黒色黒色黒色黒色で記入。

•タイム・アウトの記録は、各ピリオドの経過時間(分)を記入。
※経過時間が「6分48秒」の場合「7」を、「9分15秒」の場合「10」

6 9 5 8 2

選手氏名 Name of Players No. Pl-in ファウル Fouls

1、2ピリオドで使用 3、4ピリオドで使用 延長で使用

•各ピリオドの終了後にファウルの境界線をピリオドの色で引く。

※第1、3は赤線、第2、4は黒線で境界線を引く

選手氏名 Name of Players No. Pl-in ファウル Fouls

1 ○○○○ (CAP) 4 ×××× P

2 ×××× 5 ×××× P1 P2 P

3 △△△△ 6 ×××× P P2
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15

3.4 スコアシートの記録 (ランニング・スコア)

•フィールドゴールが成功した場合は得点の欄
に斜線(／)を記入。

•フリースローが成功した場合は得点の欄に
丸印(●)を記入。

※3Pの場合は、選手の背番号背番号背番号背番号に○を記入。

•各ピリオドの終わりの得点欄に○を記入し、
下線を引く。

•第1・3ピリオドは赤色赤色赤色赤色で、第2・第4ピリオド、
延長は黒色黒色黒色黒色で記入。

A B

1 1

6 2 2 14

3 3

9 4 4

5 5 4

6 6

12 7 7 14

8 8

10 9 9 14

10 ● ● 13

6 ● ● 13

6 ● 12

13 13 13

12 14 14

15 15

14 16 16 15

※延長の場合、延長ごとに記入。

© 神奈川県実業団バスケットボール連盟
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3.5 スコアシートの記録 (ファウルの種類を表す文字)

© 神奈川県実業団バスケットボール連盟

�プレイヤーに記録されるファウル （チームファウルとして数える）

P ：パーソナル・ファウル

T ：テクニカル・ファウル

U ：アンスポーツマンライク・ファウル

D ：ディスクオリファイング・ファウル

�コーチに記録されるファウル （チームファールとして数えない）

C ：コーチ自身のスポーツマンらしくないテクニカルファウル

B ：Aコーチ、交代要員、チーム関係者のテクニカルファウル

�ファイティングによる失格、退場

そのプレイヤーのファウルが４個以下なら、残りの全ての枠に Fを記入する。

すでに5個のファウルが記録されていたときは、最後の枠の横にFを記入する。
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3.6 スコアシートの記録 (後処理)

•使用しなかったタイム・欄に黒色で
横2重線「＝」を引く。

•使用しなかったファウルの欄に黒色
で横線を引く。
※ コーチのファウルの欄に横線を
引く。

•最終スコアに2重下線を引き、下の
残りの領域を得点の斜線(／)とは
反対方向の斜線を引く。

•スコアシートの最上段の各項目を
黒色で記入。
※ 主審、副審の欄は空欄のままで
よい。

© 神奈川県実業団バスケットボール連盟
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3.7 スコアシートの記録

・得点合計記入欄とＴ.Ｏ・審判のサイン欄が変更になっています。


